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北
海
道
に
於
げ
る
盗
伐
の
個
別
的
研
究

佐

藤

日
正ヨ

彦

一
、
序

雷

本
稿
は
、
営
北
大
農
事
部
農
林
法
律
島
講
座
捨
任
小
林
巴
智
次
助
教
授
が
主
宰
せ
ら
れ
、
服
部
報
公
舎
か
ら
援
助
を
受
け
ら
れ
勺

L
b
る
、
本
邦
林
野
制
度
の
研
究
の
一
部
を
話
す
も
の
で
あ
る
。

此
の
研
究
に
参
や
る
を
許
さ
れ
た
自
分
の
企
闘
し
た
所
は
、
林
野
制
度
を
考
察
す
る
に
営
っ
て
林
野
に
関
す
る
犯
罪
方
面
に
着
目

し
て
、
そ
の
研
究
の
結
果
か
ら
林
野
制
度
に
闘
す
る
何
等
か
の
結
論
友
ひ
き
出
さ
う
と
言
ふ
の
に
存
し
た
。
此
O
震
に
先
づ
北
海
道

を
研
究
D
封
照
と
し
て
資
料
を
蒐
集
し
て
、
盗
伐
事
件
に
闘
す
る
刑
事
統
計
的
研
究
を
試
み
た
の
で
る
る
が
、
共
の
一
部
は
今
稜
表

の
運
び
に
な
っ
て
居
る
の
で
、
本
稿
に
於
て
は
そ
の
韻
稿
と
も
言
ふ
べ
き
意
味
に
於
て
兵
盟
的
事
件
に
闘
す
る
研
究
を
述
べ
る
事
と

し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
事
件
は
、
そ
の
教
は
現
在
も
決
し
て
砂
く
は
な
く
、
又
過
去
に
於
て
も
重
大
と
考

へ
ら
れ
る
事
件
が
数
多
起
っ
た
の
で
る
る
が
、
弐
に
は
自
分
が
過
去
一
年
今
飴
の
研
究
に
於
て
蒐
集
す
る
を
得
た
も
の

L
中
の
一
事

件
の
個
別
的
研
究
を
述
べ
る
に
止
め
る
。
之
は
必
や
し
も
此
D
事
件
が
重
大
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
蓋
し
事
件
そ
の
も
の
L
軽
重

に
就
て
は
、
今
軽
々
に
之
を
論
断
す
べ
き
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
後
の
研
究
の
結
果
に
ま
ク
べ
き
も
の
で
る
る
か
ら
で
る
る
。
只
、

本
研
究
の
如
き
に
あ
っ
て
は
、
事
件
記
録
の
蒐
集
は
必
守
し
も
事
件
の
軽
重
或
は
年
代
に
従
っ
て
、
行
は
れ
得
る
も
の
で
は
友
く
、

北
道
選
に
於
け
る
盗
伐
の
個
別
的
研
究

六
九



北
海
遣
に
於
け
る
盗
伐
の
個
別
的
研
究

七
O 

事
の
便
宜
に
従
っ
て
行
は
れ
る
が
故
に
、
先
づ
自
分
の
手
許
に
蒐
集
さ
れ
得
た
も
の
L

中
か
ら
、
便
宜
一
つ
を
選
び
出
し
た
も
の
に

止
ま
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
は
、
盗
伐
の
研
究
自
躍
と
し
て
未
完
成
で
あ
る
と
共
に
、
盗
伐
事
件
の
個
別
的
研
究
そ
の
も
の
と

し
て
も
、
未
定
稿
で
あ
る
の
で
あ
る
。
元
来
、
犯
罪
の
個
別
的
研
究
は
、
各
個
の
事
件
の
個
々
調
立
の
研
究
に
止
ま
る
べ
き
も
の
で

友
く
、
研
究
の
封
象
と
な
っ
た
各
個
の
事
件
が
金
躍
と
し
て
一
の

p
ン
ク
を
形
成
し
、
一
の
犯
罪
現
象
の
兵
臨
的
見
通
し
に
役
立
つ

も
の
で
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
研
究
の
目
標
は
此
の
賄
に
沿
か
れ
-
な
け
れ
ば
た
ら
や
、
叉
護
表
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
斯

の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
始
め
て
、
債
値
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
分
が
、
ア
ト
ラ
ン
ド
ム
に
取
り
あ
げ
た
共

に
述
べ
る
一
の
事
件
の
叙
越
は
、
か
h
A

る
意
義
に
於
て
は
、
債
値
の
乏
し
い
も
の
で
あ
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
、
蒐
集
し
た
資

料
の
平
速
の
整
理
と
言
ふ
事
は
之
亦
一
の
仕
事
と
し
て
見
ら
る
べ
き
も
の
と
信
じ
た
の
と
、
一
は
、
叉
此
の
事
件
も
将
来
、
無
償
値

な
も
の
と
し
て
棄
て
去
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
盗
伐
な
る
一
の
犯
罪
現
象
の
綜
合
的
な
研
究
の
抜
き
差
し
た
ら
ぬ
一
の
環
を
形

成
す
る
も
の
と
、
自
分
は
ひ
そ
か
に
考
へ
て
居
る
が
故
に
、
敢
て
本
稿
を
褒
表
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

事
件
の
叙
越
に
あ
た
っ
て
、
人
名
は
仮
名
を
舟
ひ
て
居
り
、
闘
係
官
臨
や
官
職
等
に
付
て
も
、
恨
稿
を
用
ひ
た
も
の
が
あ
る
世
帯
を

御
断
り
し
て
置
き
た
い
。
之
は
現
存
す
る
関
係
者
の
迷
惑
を
慮
つ
て
の
事
で
あ
る
。
向
本
稿
を
草
す
る
に
営
つ
て
は
、
小
林
助
教
授

の
指
導
激
助
に
負
ふ
所
の
多
い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
更
に
関
係
官
屈
そ
の
他
か
ら
便
宜
を
受
け
た
事
は
多
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

夫
等
の
方
々
は
買
に
多
数
で
あ
る
の
で
一
々
御
名
前
を
あ
げ
る
事
は
し
な
い
が
、
此
の
機
舎
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
・
次
第
で

b

る
。
特
に
北
大
演
習
林
宮
脇
助
教
授
、
北
・
海
道
臨
下
僚
属
、
釧
路
皆
林
直
菅
谷
署
長
、
同
原
技
手
、
遠
軽
替
林
直
署
加
藤
岡
崎
か
ら
は
自
分

の
貴
地
調
夜
そ
の
他
に
あ
た
っ
て
多
大
の
便
宜
を
あ
た
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ワ
て
、
此
の
機
舎
に
特
に
謝
意
を
表
す
る
弐
第
で
あ
る
。

=
、
本

論

て

事

件

名

膨
お
盗
伐
事
件



根
差
事
件
見
取
圏

f参

ニ
、
場
所
本
件
犯
行
の
場
所
は
、
上
闘
の
如
く
で
あ

る
。
被
害
箇
所
は
大
別
す
れ
ば
二
箇
所
で
あ
る
。
一
は
釧
路
闘
標

茶
市
街
の
近
傍
チ
ャ
ン
ベ
ツ
及
ぴ
ル
、
ラ
ン
で
、
他
は
オ
ソ
ベ
ツ

で
あ
っ
て
、
何
れ
も
澗
葉
樹
林
で
る
る
。

三
、
関
係
者
被
疑
者
と
し
て
司
法
警
察
官
が
検
事
に
送

致
し
た
者
政
組
計
二
十
七
名
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
検
事
が
輸
出
容

を
請
求
し
た
者
が
十
一
名
で
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
は
謀
容
終
結
し

て
公
判
に
付
せ
ら
れ
た
の
で
る
る
。
そ
の
罪
名
は
、
演
職
、
背
任
、

公
私
文
書
儒
建
行
使
、
設
湿
浬
減
、
横
領
、
公
務
所
記
競
不
正
使

用
、
窃
盗
が
一
名
、
背
任
、
窃
盗
が
二
名
、
背
任
、
私
文
書
俄
趨

行
使
、
窃
盗
が
一
名
、
窃
盗
が
三
名
、
背
任
が
コ
一
名
、
贈
賄
背
任
、

公
文
書
備
法
、
窃
盗
が
一
名
で
あ
る
。
職
業
は
、
官
吏
一
名
、
木

挽
職
二
名
、
浩
材
業
二
名
、
農
業
二
名
、
遁
材
業
粂
農
業
二
名
、

商
業
一
名
、
料
理
底
業
一
名
で
あ
る
。
住
所
は
標
茶
居
住
の
も
の

が
七
名
、
チ
ャ
ン
ベ
ツ
居
住
の
も
の
が
こ
名
、
釧
路
居
住
の
も
の

f
現制
v

tιι 

4
h

，lず
f
 
¥
 

主

‘¥ 

円
、
、
/
白
句
、
.
/
‘
ノ
・
¥
¥

f

ヘ
J
'
/

ペ

支

欝

J
F
刊

が
一
名
で
あ
り
、
他
の
一
名
は
、
賞
時
釧
路
、
標
茶
市
街
、
或
は
オ
ソ
ベ
ツ
等
に
轄
々
住
所
を
費
更
し
て
居
た
者
で
あ
る
。

問
、
時
期
犯
行
は
昭
和
二
年
七
月
よ
り
昭
和
三
年
間
月
に
渡
っ
て
居
る
が
、
昭
和
三
年
三
月
、
所
管
官
醸
の
監
査
に
よ

っ
て
護
見
さ
れ
、
問
月
始
め
に
司
法
警
察
官
か
ら
検
事
に
書
類
が
送
致
さ
れ
、
同
問
年
二
月
に
公
判
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

玉
、
被
被
害
林
木
の
樹
種
、
材
積
、
償
額
は
左
去
の
如
く
で
あ
る
。
ヤ
チ
ダ
モ
の
多
い
の
は
、
被
害
箇
所
は
大
部
分
、

娼

~ 

〉、j

~ 

北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
個
別
的
研
究

害

七



北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
倒
別
的
研
究

七

山
火
跡
地
で
あ
う
て
、
津
泊
ひ
に
ヤ
チ
ダ
モ
が
残
存
し
て
居
た
詩
と
、
蛍
時
ヤ
チ
ダ
モ
の
市
場
債
格
が
騰
貴
し
れ
J
L
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ら
う
。
叉
オ
ソ
ペ
ツ
に
於
て
は
、
流
廷
に
依
っ
た
潟
、
流
詮
に
使
な
も
の
を
選
ん
だ
事
も
一
の
原
因
で
あ
る
。

樹
fJJJ枯生側枯生倒枯生倒枯生
立立損立立立立立

ヤ
チ
タ
モ

ヤ
ナ
タ
毛

ヤ
チ
タ
モ

セ

ン

セセナナナシ
コ

シシ

種
ン νロラララ

コ

ロ

棋.

茶

耳E

件

損

申
告
白

調

数

石

致

金

額

::! 

ロ

本

数

石

政

金
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雑モサノ、ガイアアシカカ

カカ
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本

一-JZS .E三=三主三三ニューーヨ三

-e 、
三三 ノ、 ーー・ ーー・
ニニL 矛匂，恒 三コ区ヨー- cコ cコ
g=..'翌三庄三長一六八口昌口一九一

Cコ ー司

、 、
-e〆、

会三呉穴 完ハュ.交九ーさ
-・・・・・.p司
Z当フ句- JZ笥プマ"'" JZSξ主戸恒一・- -
Cコヨ三フ'-< "三チてフ句-e cコーー主主プマ与さE

本
去
に
於
け
る
損
害
金
額
は
大
臆
弐
の
様
に
し
て
算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
伐
根
か
ら
材
積
を
推
算
し
、
又
一
方
釧
路
市
場
の

市
償
(
活
材
百
石
に
付
て
の
〉
か
ら
諮
材
費
、
運
材
費
、
雑
費
を
差
引
い
た
も
の
に
趨
材
歩
止
り
を
乗
じ
て
原
木
寧
債
を
算
出
し
、

此
の
雨
者
を
乗
じ
て
損
害
額
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
山
一
冗
債
格
を
以
て
損
害
額
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
之
は
山
元
に
於
て
共

の
営
時
買
却
せ
ら
れ
た
と
仮
定
し
、
共
の
場
合
取
引
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
と
言
ふ
債
格
な
の
で
あ
る
。
然
し
設
立
木
は
、
盗
伐
採
行

矯
O
あ
っ
た
官
時
、
伐
採
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
将
来
、
更
に
債
値
が
増
加
し
た
時
に
賀
却
せ
ら
る
べ
き
も
り
で
あ
る
か
も
知

二=エ ーー ノ、
・ーー一=ユ-戸包 ζコ ーーニューー/、フ可
プマ区司 S主主主チマ立当ノ、ニユフ匂フ'-< -主主

ーーーー・ ーー ノ、
、 、、、

-プマ三正ノ、 ノ"¥. --- zs:..::ItJ 
プマヨヨ三三二塁五-e -1ヨノ、:Jt... -e - ;k..-
フ"二 Cコヨ玉三ノ、-eノ、--ユーーノ、ョ.. ".. 

額

樹

計



れ
や
、
或
は
亦
永
久
に
伐
採
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
な
い
か
も
知
れ
た
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
損
害
の
計
測
に
賞
つ
て
は
之
等
の
黙

に
着
目
し
て
、
将
来
得
ら
る
べ
く
し
て
而
も
失
な
は
れ
た
利
益
左
更
に
考
慮
に
容
れ
る
べ
き
も
の
L
如
く
に
考
へ
ら
れ
る
。
費
却
と

言
ふ
事
を
前
提
保
件
と
し
て
の
損
害
額
の
算
出
は
、
損
害
の
意
義
を
狭
義
に
解
し
す
ぎ
て
居
る
の
で
は
た
い
か
。
得
ら
る
べ
き
利
径

の
算
出
に
付
て
何
等
か
合
理
的
友
方
法
が
案
出
せ
ら
れ
-
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
と
考
へ
る
。
盗
伐
の
重
要
性
と
言
ふ
賄
か
ら
も
此
の
事

六
、
態

は
考
鹿
せ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
る
る
。

模
本
事
件
の
特
徴
と
し
て
見
る
べ
き
は
、
闘
係
者
の
教
の
比
較
的
動
い
事
で
あ
る
。
公
判
に
付
せ
ら
れ
た
も
の

は
十
一
名
で
あ
る
が
、
そ
の
内
、
中
心
を
な
す
も
の
は
、
森
林
監
護
の
任
に
あ
た
る
林
務
官
吏
で
あ
っ
℃
、
而
も
、
此
の
者
は
、
盗

伐
に
よ
る
利
径
を
直
接
に
は
享
受
し
て
居
ら
歩
、
此
の
者
を
め
ぐ
る
他
の
十
名
が
利
益
を
得
て
居
る
の
で
る
っ
て
、
そ
の
受
径
の
割

合
は
、
左
衰
の
示
す
が
如
く
で
あ
る
。

関

係

者

名

向山山山山

闘

係
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損
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金

関
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本

数
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数

石
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・・・・・同Cコー・-o= cコ..
Zヨノ、""ノ、 εコ

山向山

根武藤

回一]
四七=
、一一六八

，.，. 
仁週、
I勾

言f

晶、=一一}昌一

寄患

一
、
凡
昆
〈

一口、
L
4
A
E

・回口一

最
も
大
な
る
利
益
を
受
け
た
者
の
中
、
山
一
紳
、
山
尾
、
山
北
は
何
れ
も
建
材
者
で
あ
り
、
叉
山
根
は
料
理
庄
業
と
な
っ
て
居
る
が

建
材
が
本
業
で
あ
る
の
で
あ
る
。
又
山
下
は
空
貨
を
業
と
す
る
者
で
あ
っ
て
、
道
内
各
地
を
渡
り
あ
る
き
、
保
件
の
好
誼
友
所
、
即

ち
杢
木
が
る
り
且
つ
林
務
官
に
そ
の
人
を
得
な
い
所
に
於
て
犯
行
を
話
す
を
業
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
市
し
て
、

北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
個
別
的
研
究

七



北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
側
別
的
研
究

七
回

現
在
に
於
て
は
、
闘
係
者
の
大
部
分
は
本
件
費
生
地
に
は
居
住
し
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
之
は
本
件
費
生
後
は
、
浩
材
に
よ
っ
て
利

益
を
得
ら
る
べ
き
事
業
が
最
早
や
存
在
し
て
居
な
い
か
ら
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
此
の
事
か
ら
し
て
本
件
は
、
地
元
農
民
が
、
そ
の

日
の
糧
に
窮
し
て
行
っ
た
も
の
で
な
い
事
が
明
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
又
か
L

る
性
質
を
有
す
る
盗
伐
は
職
畿
の
便
と
大
な
る
開
係

を
有
す
る
。
本
件
は
釧
網
線
が
標
茶
ま
で
開
通
し
た
直
後
で
る
り
、
従
っ
て
、
標
茶
附
近
の
伐
採
木
は
直
ち
に
汽
寧
で
職
迭
す
る
を

得
又
オ
ソ
ベ
ツ
か
ら
流
迭
し
た
も
の
も
、
敢
て
釧
路
ま
で
流
迭
す
る
を
嬰
せ
や
、
詮
中
か
ら
汽
寧
積
み
と
な
す
事
も
亦
容
易
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
本
件
は
薄
志
な
林
務
官
を
め
ぐ
っ
て
利
益
を
争
ふ
謹
材
者
の
惹
起
し
た
事
件
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
の
態
様
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
も
此
の
鮪
に
霊
鮪
を
置
く
必
要
が
存
す
る
。
よ
れ
J

て
、
自
分
は
共
に
、
本
件
の
中

心
人
物
で
あ
る
山
林
主
事
山
田
某
が
、
抽
出
審
判
事
の
本
件
犯
罪
の
動
機
に
闘
す
る
訊
問
に
劃
す
る
答
簡
を
録
し
た
も
の
を
基
礎
と
し

て
、
本
件
の
内
容
を
検
討
し
て
見
た
い
と
考
へ
る
。
但
し
山
田
の
陳
述
そ
の
ま
L

で
な
く
、
附
加
或
は
削
除
し
た
部
分
が
存
ず
る
事

を
注
意
し
て
治
き
た
い
。
以
下
自
分
と
稿
ず
る
の
は
山
林
主
事
山
田
自
身
で
あ
り
、
又
註
は
佐
藤
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

駐
-

「
自
分
は
、
大
正
十
五
年
五
月
十
五
目
標
茶
措
営
直
員
と
し
て
着
任
し
、
同
月
二
十
日
前
任
山
林
主
事
某
氏
か
ら
事
務
の
引
織
を
受註ニ

け
ま
し
た
が
、
同
主
一
事
は
、
自
分
に
釘
し
、
営
地
の
木
材
師
で
・
あ
っ
て
、
現
在
上
オ
ソ
ペ
ツ
殖
民
地
内
で
遺
材
中
の
山
尾
某
に
は
、

巡
視
の
都
度
厄
介
に
な
る
か
ら
と
言
っ
て
、
共
の
頃
標
茶
某
技
館
宿
泊
中
の
山
尾
の
部
屋
で
同
人
に
紹
介
さ
れ
妻
酒
等
の
饗
躍
を
受

け
た
の
で
あ
り
ま
す
」

註
-
山
岡
山
林
主
事
は
大
正
十
五
年
五
月
八
日
山
林
主
事
を
拝
命
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
費
生
に
よ
っ
て
休
職
と
な
る
ま

で
、
標
茶
に
在
職
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
即
ち
森
林
監
護
の
第
一
一
棋
に
立
つ
山
林
主
事
と
し
て
、
最
初
に
着
任
し
た
場
所
に
於
て
、

本
件
の
如
き
事
件
宜
惹
起
し
た
の
で
る
っ
て
、
経
験
の
乏
し
い
者
に
封
し
て
は
、
充
分
の
監
督
が
必
要
で
あ
る
事
が
、
知
ら
れ
得

る
。
然
し
寅
際
に
於
て
は
、
か
L
る
巌
重
な
監
部
闘
は
容
易
に
行
ひ
難
い
も
の
で
あ
る
事
は
、
標
茶
捨
営
直
員
の
管
掌
直
域
が
熊
牛
村

一
固
か
ら
厚
岸
郡
太
田
村
茶
別
迄
に
も
渡
る
約
六
十
方
旦
の
蹟
汎
な
も
り
で
あ
れ
J

た
事
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
又
捨
営
直
員
と
し
て



の
職
務
範
園
は
、
管
轄
直
域
内
の
監
護
、
生
産
物
資
梯
に
付
て
の
立
木
調
茶
共
他
管
轄
所
長
か
ら
特
命
せ
ら
れ
た
事
務
で
あ
っ
て
、

植
限
と
し
て
は
、
大
な
る
も
の
で
は
な
い
が
仕
事
と
し
て
は
相
営
多
量
で
あ
っ
て
、
此
の
官
曹
は
監
督
の
困
難
を
惹
起
す
る
と
共
に
、

又
山
林
主
事
自
身
或
ひ
は
周
園
を
し
て
主
事
の
樺
限
が
大
で
あ
る
と
誤
解
せ
し
む
る
原
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
此
の
酷
は
後
に
詳
述

す
る
が
、
本
件
費
生
の
一
原
因
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

註
=
山
林
主
事
が
管
轄
匡
域
内
の
建
材
師
か
ら
饗
躍
を
受
け
る
が
如
き
は
、
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
友
ら
た
い
事
で
る
る
が
、
又

治
材
師
と
或
る
程
度
の
聯
絡
を
有
す
る
事
は
職
務
白
遂
行
上
必
要
友
事
も
る
る
か
ら
、
此
の
賄
の
限
界
は
容
易
に
劃
然
と
な
し
難
い
。

山
尾
治
材
師
は
、
本
件
に
於
て
最
も
重
大
な
損
害
を
惹
起
せ
し
め
た
者
で
あ
る
。

「
同
年
六
月
下
旬
頃
、
同
地
の
新
聞
庖
某
よ
り
前
任
山
林
主
事
の
出
願
取
扱
に
闘
し
、
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
夫
に
依
れ
ば
、
前
任

主
事
は
、
同
地
山
本
某
氏
以
外
に
は
、
殆
ど
官
林
木
の
錦
下
取
扱
を
潟
さ
や
、
加
之
、
大
正
十
四
年
中
に
於
て
は
、
前
主
事
の
指
示

に
よ
っ
て
、
同
地
多
数
者
が
、
山
本
氏
を
代
表
者
と
し
て
、
相
営
多
数
量
の
薪
材
の
買
受
申
込
を
た
し
、
之
に
封
し
て
質
茶
命
令
が

あ
り
、
各
自
費
用
を
分
権
し
て
、
下
見
を
し
た
が
、
賓
際
梯
下
許
可
は
、
山
本
氏
に
の
み
あ
っ
た
と
主
事
は
言
弘
、
共
同
出
願
者
に

は
、
一
本
の
木
も
梯
下
げ
や
、
市
し
て
、
山
本
氏
は
濁
り
で
之
を
買
受
け
た
後
、
上
越
の
山
尾
に
轄
賢
し
、
山
尾
は
之
を
薪
に
遁
材

せ
や
全
部
枕
木
と
し
て
、
釧
路
に
流
迭
し
た
の
で
、
村
民
は
憤
慨
し
、
主
事
排
斥
の
運
動
を
起
し
、
新
聞
紙
に
護
表
の
計
霊
を
し
た

が
仲
介
入
が
あ
っ
て
事
な
く
す
ん
だ
様
友
事
賓
が
あ
る
か
ら
、
以
後
不
公
平
な
取
扱
は
し
な
い
様
に
さ
れ
た
い
と
の
事
を
聞
き
ま
し

註た」

薪
材
と
し
て
掛
下
げ
ら
れ
た
林
木
は
、
薪
材
と
し
て
使
用
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
叉
そ
の
用
詮
に
の
み
用
ひ
得
る
が
放
に
薪

材
と
し
て
掛
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
薪
材
が
枕
木
と
怠
る
わ
け
は
友
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
若
し
斯
の
如
き
事
賓
が
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
夫
は
被
梯
下
者
、
及
び
建
材
者
が
掛
下
に
名
を
借
り
て
、
不
営
た
利
益
を
得
た
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
期
の

如
き
取
扱
は
勿
論
不
法
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
上
越
の
如
き
言
を
弄
し
て
、
か
L
る
取
扱
を
さ
れ
た
き
回
目
を
要
求
す
る
事
は
、
山
林

註

北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
個
別
的
研
究
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主
事
に
封
し
て
不
蛍
な
鹿
迫
を
加
へ
、
そ
の
取
扱
ひ
の
違
法
な
ら
ん
事
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
山
林
主
事
が
着
任
問
十
々
か
L
る

陸
一
拍
一
を
受
け
る
事
は
、
主
事
の
手
心
の
如
何
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
得
る
利
益
が
多
い
場
所
に
於
て
は
決
し
て
珍
し
く
友
い
事
で
あ
ら

う
が
、
か
L
る
場
合
に
於
け
る
主
事
の
行
動
の
如
何
が
共
後
の
瑳
展
。
分
岐
賠
を
た
す
も
の
で
あ
ら
う
。

「
同
年
八
九
月
中
の
事
で
す
が
、
同
年
は
農
産
物
大
凶
作
で
あ
り
、
又
同
年
六
月
中
上
オ
ソ
ベ
ツ
に
山
火
が
あ
っ
て
、
多
数
の
焼
損

本
乞
生
じ
ま
し
た
が
、
之
に
従
来
か
ら
あ
っ
た
多
数
の
枯
損
木
を
加
へ
て
、
自
分
は
、
凶
作
に
よ
る
部
落
民
救
済
と
森
林
防
火
組
合

策
の
一
助
に
供
す
る
錦
、
被
害
枯
損
木
等
は
、
鷲
見
の
都
度
、
資
椀
の
手
績
を
取
ら
う
と
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
市
し
て
、
買
受

話

申
込
が
あ
る
と
、
共
の
願
書
に
は
、
右
D
様
な
趣
旨
の
事
柄
を
復
命
す
る
様
に
規
定
さ
れ
た
法
規
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
自
分
は

夫
に
よ
っ
て
賀
蹄
を
し
て
や
ら
う
と
考
へ
て
居
た
の
で
る
り
ま
す
」

一
一
証
林
務
例
規
に
依
れ
ば
、
林
木
の
挽
下
の
手
蹟
き
は
共
の
如
く
で
あ
る
。
出
願
人
が
所
轄
所
長
宛
樹
木
賀
梯
乞
出
願
し
、
所
長

に
於
て
買
掛
の
見
込
み
が
あ
る
と
思
料
し
た
時
は
、
右
の
願
書
に
期
限
を
附
し
た
買
を
命
令
書
を
添
付
し
て
捨
営
直
員
に
廻
迭
す
る
。

捨
首
直
員
は
此
D
命
令
に
従
ひ
、
出
願
人
若
く
は
共
の
代
理
人
立
舎
の
下
に
立
木
調
査
を
た
し
、
費
抑
を
な
し
得
る
樹
木
に
は
極
印

を
押
打
す
る
。
極
印
は
昭
和
二
年
十
一
月
三
十
日
迄
は
、
北
山
、
北
検
で
あ
り
、
夫
D
以
後
は
呑
蹴
を
附
し
た
山
、
及
び
検
で
あ
っ

て
、
山
極
印
は
下
方
に
検
極
印
は
上
方
に
打
記
し
、
伐
採
は
之
等
二
個
の
極
印
の
中
央
か
ら
行
ふ
事
に
た
っ
て
居
る
。
叉
石
教
は
輪

尺
を
以
て
目
通
り
を
測
り
会
長
は
目
測
し
、
野
艇
に
樹
麗
直
径
全
長
、
材
積
を
記
載
し
、
且
つ
皐
憤
評
定
書
を
作
製
す
る
。
之
は
阜

偵
評
定
書
甲
と
呼
ば
れ
、
更
に
製
作
費
、
搬
出
費
等
を
調
夜
し
た
寧
債
許
史
書
乙
を
作
製
す
る
の
で
あ
る
。
主
事
は
之
等
の
許
定
書

に
復
命
害
を
添
へ
て
、
期
限
詰
に
所
長
に
提
出
す
る
。
之
に
劃
し
、
所
長
か
ら
は
、
寅
椀
を
承
認
し
、
読
書
等
を
提
出
す
べ
き
旨
の

所
長
名
義
の
指
令
書
が
送
致
さ
れ
、
之
に
封
し
請
書
を
提
出
し
た
時
、
始
め
て
買
掛
契
約
が
締
結
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
請
書
の
提
出

に
よ
っ
て
、
本
所
よ
り
納
入
告
知
書
が
来
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
期
限
起
に
代
金
を
郵
便
局
或
は
日
本
銀
行
代
理
屈
に
納
入
し
、
本

所
で
は
、
そ
の
納
入
遁
知
が
あ
る
と
本
所
又
は
捨
営
直
員
詰
所
に
於
て
買
梯
物
の
引
渡
を
た
す
の
で
あ
る
が
、
之
は
現
貫
の
引
渡
で



は
な
く
、
領
牧
詮
の
差
出
に
よ
っ
て
、
完
了
す
る
も
の
で
る
る
。
叉
生
立
木
は
、
施
業
案
に
編
成
さ
れ
た
場
所
で
あ
れ
ば
、
貰
梯
出

来
る
の
で
あ
る
が
、
共
他
の
場
所
で
は
枯
損
木
焼
損
木
で
・
な
け
れ
ば
資
挽
が
出
来
た
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
本
件
費
生
の
場
所
は
す

べ
て
施
業
按
未
編
成
林
で
あ
っ
た
。

「
市
し
て
、
前
越
し
た
山
火
に
劃
し
、
山
尾
が
共
の
消
火
に
謹
力
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
、
前
所
長
に
表
彰
方
を
申
込
ん
で
治
き

ま
し
た
程
で
あ
り
ま
し
た
。
叉
部
落
民
の
選
定
に
依
っ
て
、
山
尾
と
山
北
某
(
佐
藤
註
、
本
件
関
係
者
の
一
人
遁
材
師
)
と
を
責
任

者
と
し
て
、
上
方
ソ
ベ
ツ
殖
民
地
の
上
方
ソ
ベ
ツ
川
以
北
を
山
尾
分
と
し
同
以
南
を
山
北
分
と
し
て
、
前
述
部
落
民
救
掛
策
と
し
て
、

焼
枯
損
木
の
買
捕
を
友
す
べ
く
、
買
受
申
込
書
を
提
出
さ
せ
、
そ
の
賓
夜
命
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
川
の
以
北
に
於
て
約
三
百
、

以
南
で
約
百
五
十
本
の
樹
巳
北
山
、
北
検
の
極
印
を
打
入
し
ま
し
た
。
然
し
、
共
の
復
命
方
に
付
て
、
疑
義
の
鮪
が
-
あ
り
ま
し
た
の

で
、
本
所
に
、
そ
の
指
示
方
を
申
出
た
底
、
所
長
か
ら
、
爾
後
、
被
害
枯
損
木
護
見
都
度
寅
掛
底
分
を
し
た
い
旨
の
指
示
が
あ
り
ま

し
た
D
で
、
雨
名
に
此
の
旨
を
停
へ
ま
し
た
。
一
方
極
印
は
、
嘗
然
削
除
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
底
汎
ゑ
地
域
で

設

-
あ
り
ま
す
詩
、
つ
ひ
、
そ
の
ま
L

削
除
せ
歩
放
任
し
て
沿
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
共
後
、
右
調
主
木
に
封
し
て
、
犬
正
十
五
年
十
月

十
一
月
、
十
二
月
、
昭
和
二
年
二
月
に
亙
っ
て
、
部
落
民
並
び
に
防
火
組
合
救
済
の
目
的
で
、
部
落
民
並
び
に
熊
牛
村
長
か
ら
正
式

に
屡
々
請
願
し
ま
し
た
が
、
不
許
可
と
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」

極
印
を
打
詑
し
た
事
は
疋
営
な
手
績
き
で
る
っ
た
が
、
そ
れ
を
削
除
し
、
な
か
っ
た
事
は
、
違
法
で
あ
る
。
此
の
不
営
に
極
印

を
打
記
さ
れ
た
林
木
が
存
在
し
た
事
が
、
後
の
事
件
惹
起
の
一
の
動
機
と
な
っ
て
居
る
。
之
等
の
林
木
が
盗
伐
の
種
木
と
な
っ
た
の

註
で
る
る
。

「
大
正
十
五
年
十
一
月
中
、
設
時
本
所
詰
某
技
手
が
自
分
に
封
し
、
是
非
所
長
。
姪
を
仰
妻
せ
よ
と
、
種
々
占
雨
塵
的
に
す
L

め
ま
し

た
が
、
自
分
は
そ
の
高
盤
的
友
態
度
に
反
感
を
抱
き
、
臨
良
く
担
絶
し
ま
し
た
。
共
O
後
、
上
オ
ソ
ベ
ツ
山
中
某
が
自
分
に
封
し
、

良
縁
が
あ
る
か
ら
、
妻
を
貰
つ
て
は
ど
う
か
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。
自
分
は
、
前
の
某
技
手
に
劃
す
る
反
動
的
な
気
持
ち
も
あ
り
、

北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
個
別
的
研
究
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且
叉
、
良
雄
で
あ
る
と
も
考
へ
た
の
で
、
同
人
に
劉
し
、
媒
介
の
勢
を
取
っ
て
呉
れ
る
椋
依
頼
し
、
且
つ
婚
踏
の
費
用
に
付
き
心
配

し
て
貰
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
所
が
、
山
中
は
、
共
の
費
用
と
し
て
、
前
述
の
山
北
か
ら
百
五
拾
闘
を
借
用
し
て
く
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
品
ん
も
、
そ
の
内
五
拾
闘
は
、
山
中
が
私
服
に
費
消
し
た
の
で
す
が
、
昭
和
三
年
二
月
中
旬
頃
山
下
某
ハ
佐
藤
註
本
件
関
係
者

の
一
人
、
杢
買
を
業
と
す
る
者
〉
を
介
し
て
、
自
分
に
返
消
し
て
央
れ
た
の
で
る
り
ま
す
。
か
く
し
て
、
大
正
十
五
年
十
二
月
五
日

現
在
の
妻
と
結
婚
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
披
露
の
際
は
主
と
し
て
、
山
中
や
山
尾
の
世
話
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
山

尾
か
ら
は
、
腕
儀
と
し
て
金
五
拾
闘
生
鹿
斗
袋
花
入
れ
て
贈
呈
生
受
け
ま
し
た
。
右
の
総
因
が
、
後
に
な
っ
て
自
分
の
本
件
犯
行
を

錯
す
に
至
っ
選
手
と
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
此
の
ま
塁
手
、
芝
生
立
木
を
買
掛
ふ
に
き
た
原
因
を
喜
べ
ま
す
」

註

官
吏
と
し
て
、
唯
一
人
民
汎
な
地
域
を
管
轄
す
る
山
林
主
事
が
部
落
民
か
ら
反
感
を
抱
か
れ
て
は
、
共
の
任
務
を
進
行
す
る

事
は
勿
論
困
難
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
親
近
す
る
事
も
考
慮
に
値
す
る
。
山
田
主
事
に
妻
帯
の
世
話
を
危
し
た
山
中
は
部
落
の
有
力
者

で
る
る
が
、
此
の
事
件
を
よ
く
知
る
者
の
言
に
よ
れ
ば
、
此
の
事
が
、
山
田
の
犯
行
の
原
因
で
・
あ
る
と
言
っ
て
居
る
。
即
ち
之
を
機

縁
と
し
て
山
中
共
他
部
落
民
に
近
づ
き
、
叉
山
中
を
・
通
じ
て
誼
材
師
山
北
に
債
務
を
負
ひ
、
叉
山
尾
か
ら
祝
儀
を
受
け
た
の
で
あ

る
。
債
務
を
負
っ
た
事
は
後
の
行
動
の
拘
束
を
受
け
る
事
で
あ
り
、
又
多
額
の
闘
儀
は
名
目
の
立
つ
贈
賄
を
せ
ら
れ
た
事
で
あ
っ
て
、

何
れ
も
、
の
つ
ぴ
き
た
ら
ぬ
境
地
に
踏
み
込
む
第
一
歩
で
る
っ
た
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。

「
大
正
十
五
年
十
一
月
中
の
事
で
あ
り
ま
す
。
共
の
前
年
度
分
の
釧
路
市
某
に
費
抑
じ
た
焼
枯
損
木
千
石
飴
に
劉
し
、
そ
の
毎
木
調

註
『

官
官
一
は
、
自
分
の
前
任
主
事
が
、
致
し
た
の
で
す
が
、
自
分
は
共
の
伐
跡
槍
査
を
致
し
ま
し
た
所
、
共
の
寅
梯
木
は
悉
く
生
立
木
で
あ

り
ま
し
た
の
で
、
不
審
に
思
ひ
、
伐
根
調
在
に
立
合
っ
た
星
某
に
封
し
、
尋
ね
ま
し
た
所
、
同
人
は
従
来
、
標
茶
附
近
で
は
、
枯
損

位
ニ

木
の
費
挽
に
劉
し
、
此
の
程
度
の
立
木
を
許
可
し
て
居
た
と
の
事
で
あ
り
、
且
つ
同
人
は
、
猫
、
枯
損
木
と
言
つ
で
も
鎖
砲
虫
の
逝

っ
た
の
や
、
白
腐
れ
日
割
れ
等
し
た
所
謂
純
然
た
る
枯
損
木
は
、
用
材
は
勿
論
、
薪
材
と
し
て
も
駄
目
で
あ
る
か
ら
、
誰
も
百
石
七

十
凶
八
十
周
と
言
ふ
高
債
を
以
て
、
買
ふ
者
は
居
ら
ぬ
と
答
へ
ま
し
た
。
費
地
に
暗
い
自
分
は
成
程
と
思
ひ
、
今
後
の
底
分
程
度
は



右
に
準
じ
て
や
ら
う
と
考
へ
、
且
つ
此
の
考
へ
を
右
の
星
に
話
し
た
様
に
記
憶
し
て
居
り
ま
す
」

註
戸
賀
梯
木
に
封
し
で
は
、
伐
採
搬
出
後
直
ち
に
伐
跡
検
読
を
行
ひ
、
検
極
印
を
打
記
す
る
事
と
友
っ
て
居
る
c

此
の
伐
跡
検

奈
が
闘
行
せ
ら
る
れ
ば
、
盗
伐
は
或
程
度
超
防
止
さ
れ
得
、
又
齢
く
と
も
早
期
に
護
見
さ
れ
得
る
。
伐
跡
槍
夜
か
ら
護
見
せ
ら
れ
た

重
大
事
件
は
勘
く
な
い
。
又
賓
梯
の
貴
賓
と
伐
跡
検
在
と
は
同
一
人
で
ゑ
く
、
別
人
が
行
ふ
方
が
不
正
乞
防
止
す
る
。
此
の
事
は
質

際
に
行
は
れ
て
居
る
。

註
ニ
枯
損
或
は
焼
損
木
と
生
立
木
と
の
直
別
は
、
盗
伐
事
件
に
於
て
は
、
多
く
問
題
と
た
る
事
で
あ
る
が
、
そ
の
匿
別
は
林
務

例
規
に
明
記
さ
れ
て
居
る
、
即
ち
枯
損
木
焼
損
木
と
は
全
然
枯
死
し
て
生
気
の
な
い
樹
木
で
あ
っ
て
そ
の
原
因
の
如
何
は
聞
は
な
い

D
で
る
る
。
斯
く
直
別
は
極
治
て
明
瞭
で
あ
る
に
も
拘
ら
や
、
疑
問
が
生
じ
、
問
題
が
殻
生
す
る
の
は
、
震
際
の
取
扱
に
あ
た
る
者

の
手
心
が
之
の
明
確
な
匡
別
を
緩
め
る
事
か
ら
来
る
の
で
あ
る
。

又
、
右
の
山
田
主
事
の
申
立
に
る
る
釧
路
某
に
梯
下
げ
た
林
木
が
生
立
木
で
る
っ
た
の
は
、
生
木
を
枯
損
と
し
て
腕
下
げ
た
の
で

は
た
く
、
被
害
木
と
し
て
梯
下
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
事
は
公
判
廷
に
於
て
詮
人
に
よ
り
明
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
被
害

木
は
生
枯
損
の
直
分
の
外
に
立
つ
も
の
で
る
る
。
然
る
に
山
田
主
事
は
此
の
事
に
就
て
知
る
所
が
、
な
か
っ
た
篇
ハ
被
害
木
の
鹿
分
は

山
林
主
事
直
接
の
任
務
に
麗
し
な
か
っ
た
震
で
あ
ら
う
)
上
速
の
如
き
疑
問
を
生
じ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

註

「
戎
に
昭
和
二
年
二
月
中
の
事
と
記
憶
し
ま
す
が
、
標
茶
下
野
某
等
か
ら
官
林
木
の
買
受
手
績
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
費
梯
は
特

定
人
に
限
る
事
は
な
く
、
誰
に
封
し
で
も
必
要
と
認
め
れ
ば
、
許
可
に
な
る
旨
及
樹
木
損
傷
の
程
度
に
付
て
は
、
前
挫
の
星
某
に
話

し
た
様
、
な
程
度
の
も
の
は
、
調
査
し
て
や
る
旨
を
申
し
た
様
に
岡
山
ひ
ま
す
。
夫
か
ら
、
同
年
三
月
中
の
事
で
す
が
、
上
茶
別
部
落
民

に
封
し
、
凶
作
救
済
並
び
に
防
火
組
合
護
展
策
と
し
て
、
官
林
木
の
寅
梯
が
行
は
れ
る
事
と
な
り
、
太
田
村
字
茶
別
部
内
三
十
問
戸

分
に
劃
す
る
約
三
千
六
百
石
は
之
を
山
北
に
於
て
、
又
熊
牛
村
茶
別
部
内
約
八
戸
分
に
封
ず
る
約
千
二
百
石
は
之
を
山
尾
に
於
て
各

治
材
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
庭
が
、
山
北
は
全
部
を
建
材
し
た
い
と
言
ふ
野
望
を
抱
い
て
居
た
も
の
と
見
え
、
能
…
牛
村
長
某
氏
に

祐
海
道
に
於
け
る
盗
伐
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個
別
的
研
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到
し
、
山
田
は
、
俺
の
御
蔭
で
、
妻
帯
も
な
し
叉
費
用
等
も
全
部
俺
が
支
出
し
て
や
っ
た
の
に
、
今
回
茶
別
扱
の
梯
下
木
を
全
部
俺

れ
に
建
材
さ
せ
示
、
山
尾
等
に
分
け
て
や
っ
た
り
、
猫
上
オ
ソ
ベ
ツ
方
面
に
於
て
も
、
一
向
儲
け
さ
せ
て
央
れ
十
、
返
臨
も
せ
ぬ
義

理
の
分
ら
ぬ
奴
だ
と
言
っ
た
相
で
、
夫
を
山
尾
が
聞
い
て
来
て
、
自
分
に
到
し
、
右
の
話
を
し
た
後
、
山
北
か
ら
借
り
た
金
は
、
返
し

な
さ
い
。
俺
れ
が
夫
を
貴
肢
に
貸
興
し
て
あ
げ
る
と
尚
・
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
、
自
分
は
、
山
尾
か
ら
借
り
て
も
、
叉
同
一
結

果
に
な
る
も
の
と
忠
ひ
、
山
尾
の
ゆ
出
を
辞
退
し
た
の
?
あ
り
ま
す
。
而
し
て
其
の
後
山
北
に
割
し
、
右
様
の
事
を
制
限
り
に
他
言
せ

ぬ
様
懇
願
し
、
金
は
年
内
に
返
済
す
る
旨
を
申
入
れ
ま
し
た
。
猶
右
百
五
十
固
に
就
て
は
、
山
中
か
ら
山
北
に
預
詮
か
借
用
誰
か
が

差
入
れ
て
る
る
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
」

註
林
産
物
掛
下
の
手
蹴
は
、
上
に
述
べ
た
が
、
出
願
人
が
か
L

る
手
践
を
熟
知
し
て
居
た
か
否
か
は
、
窃
能
界
の
成
立
に
重
大

た
闘
係
を
有
す
る
。
山
林
、
主
事
が
出
願
人
の
請
託
b
L
容
れ
て
、
不
首
な
柚
抑
下
を
行
っ
た
場
合
、
か
L
る
梯
下
が
、
本
来
、
山
林
主
事

。
権
限
に
屈
し
な
い
事
b
L
、
出
願
人
が
知
っ
て
居
れ
ば
、
窃
盗
の
犯
意
。
存
在
は
誼
明
出
来
る
が
、
若
し
知
っ
て
居
な
い
場
合
に

は
、
積
極
的
た
詮
明
は
得
ら
れ
な
い
事
と
な
る
。
犯
行
者
は
多
く
、
此
の
鞘
に
於
て
抗
簡
を
提
出
し
、
犯
意
を
否
認
す
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
梯
下
を
受
け
た
事
の
あ
る
者
で
あ
れ
ば
、
斯
る
理
由
に
基
く
抗
婦
は
認
容
せ
ら
れ
な
い
の
が
営
然
で
あ
る
が
、
然
ら
ざ
る
場

合
に
は
、
困
難
な
問
題
が
護
生
す
る
の
で
あ
る
。

「
昭
和
二
年
五
月
頃
、
山
尾
が
本
所
宛
で
、
上
オ
ソ
ベ
ツ
図
有
林
に
於
て
焼
枯
損
木
ハ
前
述
し
た
大
疋
十
五
年
中
調
高
し
極
印
を
打

入
し
た
木
)
を
買
受
け
度
い
旨
の
巾
込
書
を
提
出
し
た
も
の
と
見
え
て
、
自
分
に
到
し
所
長
か
ら
貫
主
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。
所
が

山
尾
の
出
願
材
。
用
詮
は
枕
木
建
材
で
あ
り
ま
し
た
が
、
山
尾
は
枕
木
資
材
買
受
の
資
格
は
、
規
定
上
な
い
の
で
、
自
分
は
所
長
宛

共
の
回
日
復
命
し
、
山
尾
に
封
し
て
は
、
車
に
許
可
出
来
な
い
旨
を
告
げ
、
且
つ
申
詩
的
に
、
共
の
中
に
何
か
他
の
方
法
で
費
掛
に
・
な

る
接
し
て
や
る
と
申
し
て
た
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
探
る
所
、
同
年
七
八
月
中
、
上
オ
ソ
ベ
ツ
山
谷
某
が
同
地
固
有
林
で
盗
伐
を
し

た
と
り
事
役
、
誰
か
ら
で
あ
っ
た
か
失
念
設
し
ま
し
た
が
、
聞
知
し
ま
し
た
の
で
、
八
月
末
頃
と
思
ひ
ま
す
が
、
同
地
に
出
張
し
、



調
を
の
結
果
、
盗
伐
の
事
賓
が
判
明
致
し
ま
し
た
。
所
が
、
上
越
の
山
中
、
山
北
等
が
自
分
に
封
し
、
不
検
皐
方
を
懇
請
し
、
自
分

も
亦
、
検
事
を
欲
し
・
な
か
っ
た
の
で
、
共
の
犯
跡
を
隠
蔽
す
る
つ
も
り
で
、
山
谷
よ
り
正
式
の
・
申
込
書
を
提
出
せ
し
め
た
の
で
あ
り

ま
す
守
市
し
て
、
同
年
九
月
頃
右
中
込
に
封
す
る
賢
夜
命
令
が
あ
り
ま
し
た
が
、
共
の
頃
山
尾
一
は
、
自
宅
に
参
り
、
山
谷
の
盗
伐
不

検
事
の
事
貫
や
、
叉
正
式
費
梯
巾
込
書
提
出
の
事
賀
を
承
知
し
て
居
る
が
、
右
翼
梯
分
を
俺
れ
に
伐
ら
し
て
呉
れ
。
山
谷
の
方
に
封

し
で
は
、
俺
の
方
か
ら
良
く
話
を
つ
け
て
を
く
か
ら
是
非
左
藤
取
扱
っ
て
央
れ
と
繰
返
し
懇
願
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
同
年
九
月

詮
ニ

末
頃
、
盗
伐
の
分
八
本
を
控
除
し
た
七
十
二
本
を
調
寂
し
て
や
っ
た
・
次
第
で
る
り
ま
す
」

一
証
一
山
谷
D
盗
伐
は
、
本
数
も
砂
く
、
被
害
金
額
も
二
十
周
程
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
情
献
も
酌
量
す
べ
き
賠
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
事
件
を
本
所
に
港
付
し
て
も
、
司
法
警
察
官
と
し
て
の
微
罪
鹿
分
を
怨
さ
れ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
山
田
は
司

法
事
務
に
は
勿
論
習
熟
し
て
居
な
か
っ
た
か
ら
、
か
L
る
事
柄
は
知
ら
・
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
之
に
到
し
て
、
正
式
市
込
書
を
提

出
せ
し
む
る
手
績
を
と
っ
た
の
は
、
部
落
民
の
懇
請
が
あ
っ
た
と
し
て
も
大
な
る
失
態
で
る
っ
た
。
即
ち
山
谷
の
犯
罪
を
蔽
は
ん
が

震
に
、
自
ら
詮
題
浬
誠
罪
ハ
刑
法
百
四
僚
)
を
犯
す
に
至
っ
た
む
で
あ
る
。
之
が
山
田
の
第
一
の
犯
罪
で
あ
る
。
如
何
に
司
法
官
帯
務

を
知
ら
な
い
と
は
言
へ
、
司
法
警
察
官
の
職
務
を
行
ふ
も
の
が
、
就
任
後
、
二
ヶ
年
に
し
て
、
か
L
る
犯
罪
を
犯
す
に
至
っ
た
の
は
、

そ
れ
等
の
離
に
闘
す
る
訓
練
に
訣
け
た
所
が
あ
っ
た
の
で
は
た
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
、
此
の
犯
行
の
動
機
と
し
て
考
へ
ら

れ
る
事
除
、
前
述
し
た
山
田
が
調
奈
し
、
極
印
を
打
記
し
、
削
除
す
べ
く
し
て
そ
の
ま
h

放
任
し
た
数
百
本
の
林
木
を
底
分
せ
ん
と

し
た
事
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
何
等
か
の
方
法
を
以
て
、
か
L
る
林
木
を
泊
減
せ
し
め
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
山

田
は
山
谷
を
し
て
買
掛
申
込
を
な
さ
し
む
る
際
、
本
来
は
山
谷
が
差
出
す
ぺ
き
も
の
を
、
自
ら
代
書
し
、
且
つ
山
谷
に
闘
し
て
の
み

・
な
ら
ば
、
盗
伐
木
八
本
の
費
梯
申
込
で
足
り
る
に
も
拘
ら
や
、
八
十
本
と
し
て
、
山
谷
に
は
之
を
秘
し
て
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
即

ち
林
木
島
分
の
一
方
法
と
な
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

註

山
谷
の
買
掛
申
込
に
封
し
て
、
所
長
か
ら
貫
革
命
令
が
来
た
の
で
る
る
が
、
之
に
劃
し
野
帳
及
び
早
債
許
定
書
を
作
製
し
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且
つ
質
査
復
命
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
山
谷
の
分
は
既
に
調
査
し
て
あ
る
の
で
、
他
に
七
十
二
本
空
調
訴

し
た
が
、
そ
れ
は
か
つ
て
極
印
を
打
記
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
所
長
か
ら
賀
在
命
令
の
来
た
も
の
と
元
来
異
る
の
で
あ
る
が
、
命
令

の
も
の
を
貫
主
し
た
如
く
、
虚
侭
の
野
帳
、
評
定
書
、
復
命
書
を
作
製
行
使
し
た
の
で

b
る
。
之
は
公
文
書
偶
也
行
使
罪
(
刑
法
百

五
十
六
保
)
で
あ
っ
て
、
山
田
の
第
二
の
犯
罪
で
あ
る
。
而
し
て
、
か
L
る
調
畳
木
を
山
尾
に
伐
探
せ
し
め
た
の
は
、
山
尾
の
懇
願

を
容
れ
て
の
事
で
あ
る
が
、
何
等
か
の
方
法
を
以
て
底
分
ナ
ペ
く
考
へ
て
居
た
所
に
、
従
来
か
ら
恩
義
を
受
け
た
山
尾
か
ら
懇
請
さ

れ
、
む
し
ろ
喜
ん
で
之
を
受
諾
し
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

然
る
に
、
質
際
伐
採
に
あ
た
っ
て
は
、
山
尾
は
新
た
に
良
木
を
選
定
し
山
田
を
し
て
之
に
新
に
極
印
を
打
記
せ
し
め
た
の
で
あ
っ

て
、
此
の
鮪
に
於
て
山
田
の
計
霊
は
失
敬
し
た
わ
け
で
あ
っ
た
が
、
夫
は
山
尾
の
塵
カ
の
大
な
る
事
を
詮
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
又

山
尾
が
か
く
し
て
伐
採
し
た
行
矯
は
、
明
か
に
山
谷
名
義
に
仮
設
し
て
、
盗
伐
を
行
は
ん
事
を
意
闘
し
た
の
で
あ
っ
て
、
窃
盗
の
犯

意
は
否
認
す
る
事
を
得
な
い
、
一
方
山
田
が
極
印
を
不
正
に
使
用
し
た
事
は
、
公
務
所
記
蹴
不

E
使
用
罪
ハ
刑
法
百
六
十
六
保
〉
で

あ
り
、
叉
山
尾
白
窃
盗
行
震
を
帯
助
し
た
事
に
も
な
る
。

「
弐
に
、
昭
和
二
年
八
月
頃
、
星
野
某
か
ら
薄
荷
製
油
用
枠
材
と
し
て
、
ナ
-
フ
枯
損
木
の
買
受
申
込
が
あ
り
、
確
か
自
分
が
申
込
書

を
代
書
し
、
所
長
に
提
出
せ
し
め
ま
し
た
。
同
年
九
月
頃
、
前
述
。
山
尾
に
調
奈
し
て
や
っ
た
直
後
、
右
星
野
分
の
貫
査
命
令
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
星
野
に
其
事
を
知
ら
せ
ま
し
た
所
、
同
人
は
、
活
材
を
山
北
に
依
顧
し
た
か
ら
、
貫
主
立
合
に
は
、
山
北
が
行
く

か
ら
と
申
し
た
の
で
、
山
北
を
立
舎
は
せ
、
上
オ
ソ
ベ
ツ
閣
有
林
に
赴
い
て
枯
損
ナ
ラ
ハ
一
昨
年
の
既
調
茶
木
中
)
九
十
本
を
賞
査

し
更
に
野
帳
を
作
成
し
た
時
、
山
北
は
ナ
ラ
で
は
困
る
か
ら
是
非
ヤ
チ
ク
モ
に
鑓
更
し
て
央
れ
と
頻
り
に
懇
請
し
ま
し
た
O
で
、
自

分
は
調
奈
丈
け
は
す
る
が
、
許
可
に
怠
る
か
否
や
は
本
所
で
決
す
る
の
だ
か
ら
、
兎
に
角
、
申
述
べ
て
見
て
遣
る
と
申
し
、
更
に
ヤ

チ
タ
モ
九
十
本
を
貴
査
し
極
印
を
打
入
し
て
や
り
ま
し
た
。
共
翌
日
、
山
北
は
、
自
分
に
封
し
、
自
分
の
痔
疾
の
あ
る
事
を
知
っ
て

居
る
と
見
え
、
病
は
早
く
治
さ
な
け
れ
ば
命
に
か
L

は
る
。
金
の
都
合
が
悪
け
れ
ば
、
百
閲
位
を
立
替
へ
て
遣
る
と
申
し
た
の
で
あ



り
ま
す
。
猶
同
人
は
、
ャ
チ
グ
モ
の
方
が
許
可
に
な
ら
な
け
れ
ば
困
る
。
星
野
に
は
擁
利
金
を
支
鵠
は
‘
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
と

自
分
に
聞
え
る
様
に
猫
諾
し
て
居
り
ま
し
た
。
自
分
は
、
金
は
借
り
た
い
0
・
で
あ
り
ま
す
が
、
山
北
に
封
し
て
は
、
前
の
倍
分
も
あ

る
か
ら
共
内
に
御
願
ひ
す
る
と
申
し
断
り
ま
し
た
が
、
内
貫
は
、
借
用
し
た
い
気
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
所
に
到
し
て
は
、

註

ナ
ラ
九
十
本
と
し
て
復
命
し
ま
し
た
c

十
月
二
十
日
頃
、
許
可
指
令
書
が
自
分
経
由
で
、
星
野
宛
に
参
り
ま
し
た
の
で
、
上
オ
ソ
ペ

ツ
の
山
北
方
に
持
参
し
同
人
か
ら
星
野
に
手
交
方
を
依
額
し
ま
し
た
底
、
同
人
は
指
令
書
や
請
書
一
等
を
星
野
に
見
せ
度
く
な
い
様
申

し
ま
し
た
が
、
請
書
に
捺
印
の
必
要
上
、
山
北
は
右
書
類
佐
星
野
方
に
持
参
設
し
ま
し
た
。
請
書
を
本
所
に
提
出
す
る
事
は
自
分
は

山
北
の
依
額
に
依
り
そ
の
取
扱
を
錯
し
、
指
令
書
は
山
北
が
所
持
し
て
居
た
の
で
あ
り
ま
す
」

此
の
事
買
は
多
少
按
雑
し
て
居
り
、
且
つ
公
判
に
於
て
確
定
し
た
所
と
差
異
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
山
間
が
ヤ
チ
タ
モ
を
調

置
し
な
が
ら
、
ナ
ラ
と
し
て
復
命
し
た
貼
は
、
公
文
書
慌
謹
行
使
罪
及
び
公
務
所
記
競
不
正
使
用
罪
を
構
成
す
る
事
は
明
か
で
あ
る

が
、
之
は
山
田
の
陳
述
に
依
れ
ば
、
山
北
か
ら
百
闘
の
贈
賄
を
受
け
る
以
前
と
な
っ
て
居
る
が
、
公
判
に
於
て
は
、
山
北
か
ら
百
闘

D
贈
賄
を
受
け
る
約
束
の
下
に
山
北
の
詩
託
を
容
れ
た
事
と
な
っ
て
居
る
。
事
賞
、
直
ぐ
後
に
明
か
と
な
る
如
く
、
山
田
は
此
の
事

に
封
す
る
報
酬
と
し
て
山
北
か
ら
金
百
闘
を
受
領
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
か
く
見
る
方
が
安
営
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
叉
、

註
ナ
ラ
と
し
て
復
命
し
た
事
は
、
ナ
ラ
な
ら
ば
許
可
に
な
り
、
ヤ
チ
ダ
モ
で
あ
れ
ば
許
可
に
な
ら
な
い
事
を
よ
く
知
っ
て
居
る
の
で
あ

る
か
ら
、
山
北
の
請
託
を
容
れ
る
意
思
は
、
誌
で
も
明
か
に
看
取
さ
れ
る
と
言
は
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誌
に
於
て
、
山
田
の
漬
職

罪
、
山
北
の
贈
賄
罪
ハ
刑
法
一
九
七
保
一
九
八
保
)
及
び
山
田
の
背
任
罪
ハ
刑
法
二
問
七
保
)
山
北
の
窃
盗
罪
が
構
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

「
共
頃
、
山
谷
は
自
分
に
封
し
、
同
人
の
盗
伐
隠
蔽
分
の
許
可
指
令
書
を
示
し
、
八
十
本
、
木
代
金
百
七
十
三
閲
十
六
銭
と
な
れ
J

て

居
る
が
、
如
何
な
る
諒
か
と
尋
ね
ま
し
た
の
で
、
山
尾
が
山
谷
に
何
等
交
渉
し
て
居
な
い
事
が
判
り
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
狼
狽
し
、

山
谷
に
封
し
、
之
は
数
字
の
皐
位
を
誤
っ
た
も
の
で

b
ら
う
と
申
し
ま
し
た
所
、
同
人
は
、
木
代
金
を
納
入
し
て
央
れ
と
巾
し
ま
し
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た
の
で
、
同
人
か
ら
十
六
回
三
十
二
銭
を
預
り
、
請
書
を
渡
し
て
貰
ひ
、
邸
宅
後
、
共
同
H

を
山
尾
に
告
げ
、
五
念
山
谷
の
了
解
を
得

ぺ
き
様
に
申
し
、
且
つ
右
金
闘
を
同
人
に
交
付
し
、
請
書
は
本
所
に
提
出
し
た
の
で
る
り
ま
す
。
昭
和
二
年
十
月
二
十
四
五
日
頃
、

自
分
は
、
釧
路
に
出
張
の
際
、
山
尾
は
右
山
谷
分
の
木
代
金
百
七
十
阿
国
を
同
人
の
金
主
た
る
木
材
商
業
科
よ
り
受
取
り
納
入
し

て
央
れ
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
通
り
取
計
っ
て
遺
り
ま
し
た
」

山
尾
は
浩
材
師
で
は
る
る
が
、
木
材
商
か
ら
資
金
を
供
給
せ
ら
れ
て
仕
事
を
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
山
頭
と
も
言

ふ
べ
き
立
場
に
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
山
尾
の
盗
伐
に
は
、
之
に
資
金
を
供
給
す
る
者
が
必
要
で
あ
り
、
か
L
る
者

は
情
を
知
っ
て
臓
物
を
貿
ひ
受
け
た
者
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
推
測
せ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
堅
木
某
が
、
山
尾
に
資
金
を
供
給
し
た

事
は
確
質
で
あ
る
が
、
後
の
事
賢
に
至
つ
て
は
立
設
せ
ら
れ
る
事
が
な
か
っ
た
。
木
材
商
と
盗
伐
と
の
問
題
は
、
更
に
研
究
せ
ら
る

べ
き
も
の
と
考
へ
る
が
、
裁
で
は
、
山
尾
と
堅
木
と
の
賓
買
契
約
の
大
植
を
記
し
て
を
く
に
止
め
る
。
之
は
、
昭
和
二
年
九
月
に
口

証
頭
を
以
て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
間
有
林
よ
り
の
梯
下
木
(
山
尾
が
錦
下
げ
を
受
け
た
も
の
で
は
な
い
)
甲
乙
二
口
が
給
付

の
目
的
で
あ
っ
て
、
同
・
は
榊
、
栓
、
桂
、
シ
コ
ロ
角
込
三
五
八
本
、
材
積
一

O
三
七
石
、
乙
は
八
尺
枕
木
一
九
一
間
丁
、
七
尺
三
六

O
丁
榊
角
一
六

O
本
材
積
問
七
冗
石
で
あ
る
。
受
渡
場
所
は
甲
は
標
茶
瞬
、
乙
は
オ
ソ
ベ
ツ
堤
防
土
場
で
あ
り
、
債
格
は
榊
角
問
問

。
闘
、
栓
角
間

O
O岡
、
枕
木
八
尺
一
丁
六
十
五
銭
、
七
尺
四
十
六
銭
で
あ
っ
た
。
資
金
供
給
関
係
を
見
る
と
、
甲
分
に
射
し
て
は

昭
和
二
年
十
一
月
一
日
に
契
約
金
問

O
O岡
を
堅
木
よ
り
山
尾
に
支
梯
ひ
、
共
後
組
額
三
一
二

O
闘
を
仕
法
っ
て
居
り
、
又
乙
分
に

封
し
て
は
二
年
九
月
二
十
五
日
に
契
約
金
問

O
O闘
を
支
梯
ひ
、
共
後
、
総
額
三
三
七
九
闘
を
仕
送
っ
て
居
る
。
之
等
の
鮪
か
ら
見

れ
ば
、
之
等
雨
者
の
闘
係
は
、
車
な
る
資
買
で
な
く
、
堅
木
の
事
業
を
山
尾
が
進
行
し
て
居
た
か
の
如
く
に
見
え
る
。
向
常
時
の
釧

路
市
場
に
於
け
る
榊
角
は
百
石
、
六
百
二
十
闘
程
度
で
あ
っ
た
。

「
而
し
て
、
自
分
が
同
日
、
山
北
に
封
す
る
過
年
度
分
の
不
法
伐
採
賠
償
金
取
立
の
矯
、
山
北
方
に
到
っ
て
、
帰
償
金
三
十
闘
を
取

立
て
た
時
、
同
人
は
星
野
分
ハ
ナ
ラ
九
十
本
)
を
平
速
伐
採
し
た
い
か
ら
、
代
金
納
入
方
を
取
計
っ
て
央
れ
と
申
し
、
共
の
木
代
金
百



七
十
飴
闘
を
差
出
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
之
を
承
諾
し
て
右
金
闘
を
預
り
、
午
後
二
時
頃
本
所
に
参
り
、
右
山
谷
星
野
分
並
び
に

山
北
の
賠
償
金
を
納
入
し
て
や
り
、
賠
償
金
に
封
し
て
は
、
本
領
収
設
、
外
二
口
分
に
封
し
て
は
、
納
入
告
知
書
護
行
の
暇
が
な
い

と
の
事
で
、
蝦
領
牧
詮
を
受
取
り
、
星
野
分
山
北
分
の
領
牧
設
は
、
山
北
方
に
持
参
し
て
交
付
し
ま
し
た
。
共
際
、
山
北
は
自
分
に

封
し
、
持
疾
治
療
方
乞
奨
め
、
共
の
療
養
費
と
し
て
百
闘
の
貸
興
方
を
再
び
申
出
て
呉
れ
ま
し
た
の
で
、
迭
に
百
闘
を
借
り
受
け
た

の
で
あ
り
ま
す
官
汗
佳
山
北
方
に
宿
泊
し
ま
し
た
底
、
同
人
は
自
分
に
割
し
、
俺
の
金
主
と
の
取
引
上
の
掛
引
が
あ
る
か
ら
、
右
足

野
分
の
偲
領
収
詮
金
百
七
十
何
回
何
銭
と
あ
る
金
百
闘
云
々
を
金
一
一
百
困
云
々
と
改
賀
し
て
呉
れ
と
巾
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
、

山
北
は
自
分
に
貸
し
た
百
闘
の
行
先
等
の
一
時
の
繭
縫
策
で
も
講
や
る
積
り
で
あ
る
位
に
考
へ
、
共
依
績
を
承
諾
し
、
同
人
か
ら
硯

筆
を
借
り
受
け
、
右
依
額
の
通
り
改
置
し
て
や
り
ま
し
た
。
共
後
、
本
所
長
か
ら
本
領
牧
設
が
詮
付
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
に
山
北

の
依
額
が

b
り
ま
し
た
か
ら
、
書
類
の
「
萱
百
」
と
る
る
の
を
イ
ン
キ
消
し
で
消
し
、
共
跡
に
「
武
百
」
と
改
践
し
、
之
を
山
北
に

還
付
し
、
至
急
服
領
牧
設
を
起
反
せ
よ
と
申
し
て
や
り
ま
し
た
が
、
返
民
が
な
く
、
共
後
請
求
し
た
慮
、
紛
失
し
た
と
の
容
で
あ
り

ま
し
た
明
ニ

証

前
越
の
贈
収
賄
罪
白
成
立
は
、
此
D
事
賓
か
ら
、
そ
の
意
思
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
。

公
文
書
費
遁
罪
に
該
る
語
で
る
る
が
、
判
決
は
此
の
貼
に
は
、
慣
れ
て
居
な
い
。

「
同
年
八
月
末
頃
に
至
っ
て
、
山
神
某
ハ
佐
藤
註
本
件
関
係
者
。
一
人
〉
外
教
名
か
ら
、
自
家
用
建
築
用
材
の
買
受
申
込
書
、
山
高

某
ハ
本
件
関
係
者
〉
か
ら
の
同
巾
込
書
、
問
中
某
代
表
の
薪
材
申
込
書
等
相
接
し
て
申
込
が
あ
り
、
自
分
に
到
し
て
は
、
本
所
か
ら

共
の
寅
寮
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。
又
山
根
某
(
本
件
関
係
者
の
一
人
)
か
ら
は
、
自
分
の
前
任
主
事
の
時
代
に
、
自
家
用
建
築
用
材

の
出
願
を
話
し
た
の
に
、
却
下
と
な
っ
た
の
で
、
弟
子
屈
方
面
か
ら
材
料
を
買
受
け
現
在
の
住
宅
を
建
築
し
た
が
、
今
回
標
茶
騨
前

に
待
合
所
を
建
築
し
た
く
、
用
材
質
受
申
込
書
を
提
出
す
る
か
ら
、
是
非
許
可
に
な
る
様
取
計
っ
て
呉
れ
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

叉
山
高
の
申
込
に
封
し
で
も
、
共
の
自
家
用
々
材
で
あ
る
か
否
か
を
確
め
た
上
、
申
込
書
を
提
出
さ
せ
ま
し
た
の
で
何
れ
も
賓
掛
許

証
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可
に
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
共
頃
又
岡
村
某
か
ら
標
茶
の
製
校
建
築
用
材
費
梯
の
出
願
方
に
付
い
て
等
ね
ら
れ
、
共
の
方
法
等
を

考
へ
て
や
り
ま
し
た
底
、
同
人
は
願
書
を
提
出
し
た
も
の
と
見
え
、
共
の
質
夜
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。
又
此
の
頃
、
問
中
某
が
上
オ

ソ
ベ
ツ
教
授
場
新
築
用
材
の
買
受
方
に
付
い
て
、
右
の
田
村
と
同
様
の
事
を
尋
ね
て
来
ま
し
た
の
で
、
之
に
も
田
村
に
劃
す
る
と
同

様
、
そ
の
方
法
を
考
へ
て
見
ま
し
た
所
、
願
書
を
提
出
し
た
も
の
と
見
え
、
共
の
賀
在
命
令
が
あ
り
ま
し
た
『

右
に
述
べ
た
山
紳
、
山
高
、
山
根
、
田
村
、
問
中
の
申
込
に
劃
し
て
は
、
山
田
は
申
込
と
異
る
林
木
を
質
寂
し
、
公
務
所
の

詑
枕
を
不
正
に
使
用
し
野
幌
、
評
定
書
、
復
命
書
を
備
法
行
使
し
良
木
を
伐
採
せ
し
め
て
申
込
人
の
利
を
計
り
、
共
の
住
に
背
い
て

居
る
の
で
る
る
。
向
此
の
外
、
山
田
の
陳
述
に
は
な
仰
が
、
山
藤
某
、
星
某
、
久
野
某
の
申
込
に
封
し
て
も
同
様
の
行
筋
を
な
し
て

一証
居
る
。
「
一
二
年
一
月
末
頃
、
山
尾
が
自
分
方
に
参
り
、
悶
村
分
の
誼
加
と
し
て
、
三
間
十
本
郷
下
げ
て
呉
れ
と
申
出
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

註
-

自
分
は
迫
加
掛
下
臨
分
一
の
許
否
に
付
て
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
若
し
出
来
る
と
し
て
も
、
活
材
搬
出
の
期
間
な
ら
ば
兎
に
角
期

間
経
過
後
ハ
町
村
分
は
期
間
経
過
後
約
一
ヶ
月
〉
な
ら
ば
、
温
加
の
意
味
は
な
い
の
で
不
可
能
な
旨
を
告
げ
ま
し
た
露
、
同
人
は
夫

で
は
何
か
他
の
方
法
で
是
非
三
間
十
本
の
費
抑
方
取
計
っ
て
呉
れ
と
懇
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、
自
分
は
山
尾
に
封

し
、
夫
で
は
年
度
替
後
の
四
月
以
降
に
た
ら
た
け
れ
ば
、
願
書
を
提
向
し
で
も
不
許
可
に
な
る
に
決
っ
て
居
る
か
ら
、
問
尽
に
入
っ

た
ら
直
ち
に
願
書
を
提
出
し
、
買
掛
の
許
可
を
受
け
速
に
伐
採
す
る
に
宜
い
様
取
計
っ
て
や
る
と
申
し
た
底
、
同
人
は
問
用
に
な
っ

て
願
書
を
提
出
し
た
の
で
は
融
零
し
、
仮
令
伐
採
し
て
も
、
搬
出
は
出
来
な
い
か
ら
、
人
寸
の
内
に
何
と
か
し
て
央
れ
と
巾
・
し
ま
し
た
。

成
程
、
自
分
が
考
へ
で
も
問
月
に
な
ヲ
て
か
ら
で
は
融
雲
期
に
な
っ
て
、
質
査
困
難
に
な
る
し
、
且
つ
共
の
場
逃
れ
の
方
法
と
し
て
、

兎
に
角
、
無
責
任
な
が
ら
毎
木
調
夜
丈
け
は
し
て
置
い
て
、
・
本
所
に
割
し
特
別
に
買
掛
許
可
に
怒
る
様
取
計
づ
て
や
る
と
申
し
、

註
ニ

昭
和
三
年
二
月
三
四
日
頃
、
北
パ
篠
木
調
読
を
し
て
遺
り
ま
し
た
c

所
が
、
山
尾
は
、
右
調
売
木
を
直
ち
に
標
茶
市
街
地
飯
田
某
に
金

参
百
闘
で
費
却
し
、
又
山
棋
に
劉
し
捨
保
と
し
て
金
武
百
闘
を
借
り
受
け
た
と
言
ふ
事
を
、
自
分
は
同
月
十
六
七
日
頃
知
っ
た
の
で



あ
り
ま
す
。
話
は
前
後
し
ま
す
が
、
問
月
十
日
頃
山
根
が
自
分
方
に
参
り
、
山
尾
同
様
塩
加
梯
下
を
し
て
呉
れ
と
申
し
ま
し
た
か
ら
、

自
分
は
、
既
梯
下
木
の
一
、
二
割
位
、
な
ら
ば
、
或
は
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
君
は
前
に
正
式
掛
下
分
が
九
十
本
で
あ
る
か
ら
、

三
十
本
で
は
一
鹿
本
所
に
伺
っ
て
見
な
け
れ
ば
判
ら
ぬ
と
申
し
た
所
、
同
人
は
是
非
願
っ
て
央
れ
と
申
し
立
ち
去
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
」一

証
一
迫
加
梯
下
と
一
一
一
回
ふ
梯
下
手
績
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
出
願
人
に
於
て
若
し
此
の
事
を
知
っ
て
居
た
な
ら
ば
、
盗
伐
の

犯
意
を
認
定
せ
ら
れ
で
も
致
し
方
が
な
い
の
で
あ
る
。
山
尾
白
如
く
、
遺
材
を
業
と
す
る
者
が
、
か
h
A

る
事
柄
を
知
ら
た
い
道
理
は

な
い
の
で
あ
っ
て
、
山
尾
は
遮
加
梯
下
が
山
田
の
樺
限
に
属
し
な
い
事
を
知
ら
な
か
っ
た
旨
の
抗
掃
を
・
な
し
て
居
る
が
、
之
は
生
枯

損
の
直
別
に
闘
す
る
抗
掃
と
同
様
、
採
用
せ
ら
れ
・
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。
追
加
梯
下
に
名
な
借
り
て
窃
盗
を
な
し
た
も
の
と
認
定
さ

れ
、
又
山
田
は
之
を
脅
助
し
た
事
と
な
る
。

一
証
ニ
何
等
質
夜
命
令
の
な
い
の
に
、
毎
木
調
読
を
な
し
、
極
印
を
不
正
に
打
記
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
公
務
所
詑
蹴
不
正
使
用

罪
を
構
成
す
る
。
但
し
、
山
田
の
由
民
意
は
後
に
明
か
に
す
る
が
如
く
、
之
等
の
者
の
塵
迫
に
堪
へ
兼
ね
て
毎
木
調
査
を
た
し
た
が
、

後
に
至
っ
て
正
式
に
願
書
を
提
出
さ
せ
、
形
式
を
履
践
さ
せ
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
之
が
違
法
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
山

林
主
事
は
梯
下
を
許
可
す
る
擢
限
は
な
く
、
所
長
か
ら
命
令
さ
れ
た
も
の
を
置
賓
し
得
る
丈
け
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
然
る
内
、
問
月
十
五
日
頃
、
自
分
は
ル
、
ラ
ン
図
有
林
巡
視
中
、
馬
夫
が
優
良
な
シ
ナ
角
を
運
搬
し
て
来
る
の
に
出
合
し
ま
し
た

の
で
、
不
審
に
思
ひ
尋
ね
た
慮
、
山
尾
の
も
の
で
あ
る
事
が
判
明
し
ま
し
た
が
、
山
尾
の
所
に
は
右
犠
の
も
の
が
た
い
筈
で
あ
り
ま

ず
か
ら
、
始
め
て
山
尾
が
右
調
奈
木
を
自
分
に
無
断
で
盗
伐
し
た
事
が
判
り
、
自
分
は
憤
慨
し
、
盗
伐
の
設
の
極
印
を
打
入
し
て
差

押
へ
を
致
し
ま
し
た
。
虚
が
聞
も
友
く
、
山
根
が
参
り
、
右
差
抑
へ
の
件
に
付
き
質
問
し
ま
し
た
が
、
自
分
は
、
山
尾
が
盗
伐
し
た

か
ら
差
押
へ
し
た
と
申
せ
ば
、
自
然
自
分
が
不
法
に
極
印
を
打
入
れ
便
宜
の
取
扱
を
嬉
し
た
事
が
護
魔
す
る
因
に
な
り
、
又
山
尾
と

の
将
来
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
山
棋
に
封
し
て
は
単
に
、
盗
伐
で
は
な
い
が
、
迫
加
梯
下
底
分
を
し
た
所
、
山
尾
は
木
代
金
を
納
め

北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
個
別
的
野
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ゃ
に
伐
っ
た
か
ら
懲
の
錆
鹿
分
し
て
や
っ
た
と
申
し
た
鹿
、
同
人
は
追
加
掛
下
が
出
来
る
な
ら
俺
の
方
に
も
是
非
頼
む
と
巾
し
ま
し

た
の
で
、
今
更
否
と
も
言
へ
や
承
諾
し
下
見
を
し
て
置
け
と
申
し
ま
し
た
。
所
が
叉
、
同
日
中
か
或
は
翌
日
か
に
山
一
岬
が
自
分
の
所

に
参
り
山
根
と
同
様
な
質
問
を
し
ま
し
た
の
で
、
之
亦
山
根
に
答
へ
た
と
同
様
の
答
を
し
ま
し
た
底
、
山
榊
は
、
俺
に
も
是
非
梯
下

を
頼
む
と
の
事
で
臆
じ
な
い
わ
け
に
は
行
か
歩
、
追
加
梯
下
を
承
諾
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
而
し
て
山
根
分
は
同
月
十
六
七
日
山
一
仲

註
一

分
は
同
月
十
七
、
八
日
何
れ
も
共
の
質
夜
を
致
し
ま
し
た
。

底
が
、
同
月
十
七
日
早
朝
、
飯
田
某
が
自
分
方
に
来
て
右
山
尾
に
封
す
る
差
押
角
材
は
、
飯
田
が
買
受
け
た
上
之
を
捨
保
と
し
て

釧
路
市
木
材
商
山
河
某
か
ら
借
金
し
て
居
る
旨
を
述
べ
、
且
つ
角
材
の
買
受
設
を
示
し
、
金
で
摘
む
な
ら
ば
何
と
か
し
て
呉
れ
と
懇

願
し
ま
し
た
り
で
致
方
な
く
代
金
を
頂
り
、
領
収
設
を
交
付
し
盗
伐
の
極
印
を
泊
除
し
て
や
り
ま
し
た
。

山
尾
は
北
刊
の
後
暫
く
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
月
二
十
日
頃
同
人
の
金
主
竪
木
の
帳
場
某
が
来
て
自
分
に
封
し
、
山
尾
が
遺
加
と

稿
し
て
銚
下
た
木
は
堅
木
の
方
に
呉
れ
る
約
束
な
の
で
あ
っ
た
が
、
山
尾
が
他
の
者
に
譲
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
俺
の
立
場
が
困
る

か
ら
、
何
と
か
し
て
十
本
程
で
よ
い
か
ら
梯
下
げ
て
は
呉
れ
ま
い
か
と
巾
し
ま
し
た
が
、
自
分
は
不
可
能
な
る
旨
申
し
ま
し
た
鹿
同

人
は
目
下
山
尾
と
竪
木
は
絶
交
欣
態
で
あ
る
等
と
話
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
共
話
の
序
で
に
山
尾
に
封
す
る
前
述
の
盗
伐
極
印
。

事
か
ら
、
右
極
印
を
打
入
し
た
角
材
は
追
加
梯
下
と
し
て
年
度
替
の
問
月
に
な
っ
て
か
ら
正
式
の
費
梯
申
込
書
を
提
出
し
、
正
式
の

許
可
を
受
け
、
極
印
を
打
入
し
た
様
に
す
る
積
り
で
あ
っ
た
と
異
質
の
事
情
を
話
し
ま
し
た
慮
、
同
人
は
、
夫
で
は
今
一
度
、
右
。

便
法
で
山
尾
に
封
し
梯
下
げ
て
や
っ
て
央
れ
、
左
様
す
る
と
共
木
を
堅
木
に
語
ら
せ
山
尾
と
竪
木
と
の
不
仲
扶
態
を
回
復
さ
せ
た
い

か
ら
と
頻
り
に
懇
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
は
同
情
し
、
同
人
の
願
を
承
諾
し
、
再
度
山
尾
に
封
し
迫
加
と
し
て
、
同
人
名

義
で
貿
受
出
願
せ
し
む
る
手
筈
を
定
め
、
同
月
二
十
四
五
日
頃
そ
の
貫
主
を
し
同
月
二
十
七
八
日
頃
代
金
を
議
納
さ
せ
伐
採
せ
し
め

た
の
で
あ
り
ま
す
唯
一
一
満
、
最
初
迫
加
分
と
し
て
貰
奈
し
た
分
を
山
尾
が
無
断
で
盗
伐
し
た
の
で
止
む
な
く
山
紳
、
山
根
雨
名
に
射
し

註
三

追
加
を
許
容
し
た
弐
第
で
あ
り
ま
す
が
、
此
の
雨
名
は
、
共
の
鹿
分
の
不
法
な
事
は
充
分
承
知
し
て
居
た
と
思
ひ
ま
す
」



註

此
の
場
合
に
於
け
る
山
根
、
山
紳
D
盗
伐
犯
意
は
右
陳
述
の
最
後
の
項
か
ら
も
明
か
で
あ
る
が
、
山
田
の
行
震
は
公
務
所

記
披
不
正
使
用
、
窃
盗
帯
助
で
あ
る
。

註

山
尾
は
追
加
扮
下
を
名
と
し
二
度
盗
伐
を
た
し
て
居
る
。
山
田
の
之
に
関
す
る
行
錆
は
註
一
と
同
様
で
あ
る
。

註

以
上
の
陳
述
は
、
山
田
が
山
尾
等
の
塵
迫
と
自
ら
案
出
し
た
侭
一
吉
田
に
ひ
き
や
ら
れ
て
犯
罪
行
認
を
重
ね
る
に
至
っ
た
様
子

を
よ
く
物
語
っ
て
居
る
と
忠
ふ
。

「
朔
っ
て
申
上
げ
ま
す
が
、
昭
和
二
年
十
二
月
、
自
分
は
休
暇
を
得
て
、
妻
の
里
に
参
り
ま
し
た
が
そ
の
鶴
詮
十
二
月
八
日
に
釧
路
に

立
寄
り
、
山
北
方
に
一
泊
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
晩
山
北
は
、
自
分
に
封
し
山
谷
名
義
分
の
七
十
二
本
を
山
尾
が
未
だ
伐
採
し
な
い

な
ら
ば
、
同
人
は
内
地
へ
扶
行
中
で
あ
る
か
ら
到
底
伐
採
搬
出
期
間
内
は
伐
採
は
出
来
ま
い
と
思
ふ
か
ら
、
俺
に
譲
っ
て
央
れ
と
巾

し
ま
し
た
。
自
分
は
山
尾
が
承
知
す
る
か
否
か
判
ら
ぬ
が
話
を
し
て
見
様
と
申
し
た
所
、
山
北
は
何
分
宜
敷
鶴
む
と
申
し
、
木
代
金

を
支
梯
っ
て
た
く
と
申
し
ま
し
た
が
、
自
分
は
共
代
金
額
を
忘
れ
て
居
ま
し
た
が
、
丁
度
山
谷
宛
の
蝦
領
牧
設
を
持
参
し
て
居
ま
し

た
の
で
、
之
佐
山
北
に
示
し
ま
し
た
庭
山
北
は
百
七
十
五
闘
を
差
出
し
ま
し
た
の
で
自
分
は
之
を
預
り
翌
九
日
標
茶
に
蹄
り
ま
し
た
。

共
後
山
尾
に
封
し
右
の
話
を
設
し
ま
し
た
所
、
同
人
は
既
に
伐
採
し
た
か
ら
山
北
の
要
求
通
り
に
は
出
来
ぬ
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

夫
で
同
月
十
七
八
日
頃
自
分
は
上
オ
ソ
ベ
ツ
に
出
張
し
、
同
村
に
居
た
山
北
に
封
し
山
尾
の
話
を
し
頭
っ
た
百
七
十
五
闘
は
返
金
す

る
か
ら
、
標
茶
の
自
宅
に
寄
っ
て
央
れ
と
申
し
た
所
山
北
は
不
平
を
色
々
述
べ
ま
し
た
の
で
自
分
は
他
の
方
法
で
別
に
資
掛
に
ゑ
る

様
霊
力
し
て
や
る
と
共
の
場
を
逃
れ
て
た
き
ま
し
た
。
庭
が
昭
和
三
年
一
月
末
頃
に
巡
闘
の
震
再
び
上
オ
ソ
ベ
ツ
に
参
り
ま
し
た
底

部
落
民
某
か
ら
、
山
北
が
八
十
本
程
を
伐
採
し
た
事
を
聞
き
、
始
め
て
同
人
の
盗
伐
を
知
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
又
山
北
は
昨
年
自

分
が
調
布
'
し
て
や
っ
た
星
野
分
の
ナ
ラ
を
伐
採
せ
や
ヤ
チ
グ
毛
を
伐
採
し
た
事
が
判
明
致
し
ま
し
た
。
自
分
が
山
北
か
ら
賀
っ
た
百

註

七
十
五
回
は
山
北
が
自
分
方
に
参
ら
な
い
矯
そ
の
ま
L
、
返
済
し
な
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」

註

山
北
は
山
田
に
百
七
十
五
周
を
寄
託
し
て
あ
る
の
を
奇
貨
と
し
て
盗
伐
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
山
田
は
預
っ
た
百
七
十
五

北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
例
別
的
郁
究

戸、

九



北
海
道
に
於
け
る
盗
伐
の
倒
別
的
研
究

九

O 

闘
は
自
己
の
用
詮
に
費
消
し
て
横
領
し
た
の
で
あ
る
。

「
向
山
下
某
、
山
武
某
、
山
吉
某
ハ
佐
藤
註
本
事
件
の
閥
係
者
〉
開
係
に
就
て
は
、
昭
和
二
年
十
二
月
末
頃
標
茶
某
蓮
詮
屈
に
於
て

山
下
が
自
分
に
封
し
上
茶
別
の
山
吉
が
自
家
用
材
の
掛
下
出
願
を
し
た
い
旨
を
巾
し
て
居
る
か
ら
、
何
と
か
便
宜
の
方
法
で
貫
茶
し

て
や
っ
て
央
れ
と
の
事
で
、
自
分
は
同
月
以
降
に
た
ら
な
け
れ
ば
、
駄
目
だ
と
申
し
た
所
、
同
人
は
問
月
に
な
れ
ば
雲
が
融
け
且
つ

農
繁
期
に
な
る
か
ら
共
の
前
に
梯
下
げ
て
央
れ
る
様
霊
力
し
て
頂
き
度
い
と
懇
願
し
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
何
と
か
役
所
に
願
っ
て

見
様
か
ら
下
見
を
し
て
置
け
と
巾
し
、
前
後
三
回
程
巡
純
白
序
等
に
五
本
丈
け
調
議
し
て
や
っ
た
の
で
あ
り
ま
色

此
の
調
奈
が
不
法
(
公
務
所
記
続
不
五
使
用
〉
の
も
の
で
あ
る
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
か
く
山
下
は
山
田
の
脅
助
に
依
っ
て

杢
木
の
盗
伐
占
を
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
外
、
山
下
単
調
の
杢
木
の
盗
伐
も
存
す
る
。

以
上
を
以
て
山
田
の
陳
述
の
大
慌
を
格
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
陳
述
に
決
れ
て
居
る
も
の
に
決
白
如
き
犯
罪
が
あ
る
。
即
ち
山
中

某
の
依
頼
を
容
れ
て
、
不
正
の
調
読
を
な
し
、
窃
盗
の
有
助
を
な
し
た
公
文
書
備
遊
行
使
、
公
務
所
記
蹴
不
正
使
用
の
件
と
問
中
某

に
到
す
る
同
様
の
件
が
之
で
あ
る
。
叉
山
田
の
関
係
し
な
い
も
の
と
し
て
は
、
山
尾
が
皐
摘
に
-
な
し
た
盗
伐
が
二
件
存
ず
る
。

以
上
を
通
読
す
れ
ば
判
明
す
る
如
く
、
本
件
は
す
べ
て
が
、
山
田
を
中
心
と
し
て
ま
き
起
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
短
時
日
の
聞
に
、

閤
有
林
に
封
し
許
す
べ
か
ら
ざ
る
損
害
が
、
一
人
の
官
吏
の
怠
慢
と
薄
志
か
ら
惹
起
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

証七
、
鹿
分
公
判
に
付
せ
ら
れ
た
者
十
一
名
の
中
三
名
は
第
一
審
で
無
罪
の
判
決
を
受
け
確
定
し
た
。
他
は
す
べ
て
有
罪

の
判
決
を
受
け
た
が
そ
の
中
第
一
審
に
於
て
確
定
し
た
も
の
は
、
山
武
、
山
吉
の
雨
名
で
、
何
れ
も
徴
役
三
ヶ
月
で
あ
り
、
山
一
仰
は

第
一
容
に
於
て
徴
役
六
ヶ
月
の
判
決
を
受
け
控
訴
し
た
が
、
死
亡
の
筋
、
公
訴
棄
却
と
な
っ
た
。
山
下
は
第
一
審
第
二
審
共
に
徴
役

六
ヶ
月
の
言
渡
し
を
受
け
て
確
定
し
た
。
山
田
は
徴
役
一
年
六
ヶ
月
、
山
根
は
徴
役
六
ヶ
月
、
山
尾
は
徴
役
一
ヶ
年
、
山
北
は
徴
役

八
ヶ
月
で
、
何
れ
も
第
一
審
、
第
二
審
共
同
様
で
あ
り
、
叉
何
れ
も
上
告
し
た
が
、
棄
却
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。ハ
十
四
、
一
、
三
十
一
)


